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●  

募　

集  

●

県
営
住
宅
入
居
予
備
者
募
集

目
達
原
駐
屯
地
見
学
ツ
ア
ー

※
登
録
有
効
期
限

　

次
回
の
募
集
に
伴
う
受
付
開
始
日

の
前
日
ま
で

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
県
営
住
宅
指
定
管
理
者

　

佐
賀
管
理
室

　

☎
２
５

－

２
５
２
５

○
募
集
団
地　

神
埼
団
地

○
入
居
資
格

　

県
営
住
宅
条
例
に
定
め
る
入
居
資

格
が
必
要
で
す
。

○
資
料
配
布　

２
月
１
日（
金
）か
ら

○
受
付
期
間

　

２
月
６
日
（
水
）
か
ら

　
　
　
　

２
月
13
日
（
水
）
ま
で

※
２
月
９
日
（
土
）、11
日
（
月
・
祝
）

は
休
み
で
す
。

○
受
付
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

○
受
付
場
所

　

佐
賀
県
営
住
宅
指
定
管
理
者

　

株
式
会
社
マ
ベ
ッ
ク　

佐
賀
管
理
室

～
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

有
料
広
告
募
集
中
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
長
公
室
（
☎
３
７
‐
０
０
８
８
）
ま
で

○
内
容

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

文
化
交
流
・
学
校
体
験
・
英
語
研

修
・
地
域
見
学
・
野
外
活
動
な
ど

○
派
遣
先

　

米
国
、
英
国
、
豪
州
、
カ
ナ
ダ
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
フ
ィ
ジ
ー

○
日
程　

　

３
月
24
日
（
日
）
か
ら

　
　
　
　

４
月
５
日
（
金
）
ま
で

※
９
～
12
日
間

　
（
事
業
に
よ
り
異
な
る
）

○
対
象　

　

小
３
か
ら
高
３
ま
で

　
（
事
業
に
よ
り
異
な
る
）

○
説
明
会　

　

全
国
12
都
市
で
１
月
下
旬
に
開
催

し
ま
す
。

※
入
場
無
料
・
予
約
不
要

○
参
加
費

　

２
９
８
，
０
０
０
円
～
４
３
８
，

０
０
０
円
（
共
通
経
費
は
別
途
）

※
１
月
28
日
（
月
）
ま
で
に
お
申
し

込
み
の
方
は
、
早
割
り
で
１
万
円

割
引
し
ま
す
。

○
締
切　

２
月
４
日
（
月
）

◎
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先

　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
０
３

－

６
４
５
９

－

４
６
６
１

　

神
埼
市
で
は
、
九
州
労
働
金
庫
と

協
力
し
て
、
勤
労
者
の
皆
さ
ま
の

生
活
安
定
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た

め
、
福
利
厚
生
貸
付
金
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

低
金
利
で
の
貸
付
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
生
活
資
金
を
必
要
と
さ
れ

る
方
は
ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
貸
付
対
象
者

・
神
埼
市
に
居
住
し
て
い
る
勤
労
者

の
方

・
世
帯
に
お
け
る
年
間
所
得
金
額

が
6
0
0
万
円
以
下
（
最
低
収
入

1
5
0
万
円
以
上
）
の
方

・
教
育
、
医
療
、
冠
婚
葬
祭
、
住
宅

補
修
等
の
修
繕
等
の
生
活
資
金
を

必
要
と
す
る
方

○
貸
付
条
件

・
貸
付
限
度
額

　

１
人
に
つ
き
、
１
５
０
万
円
以
内

・
貸
付
利
率　

年
２
・
１
０
％

・
貸
付
期
間　

５
年
以
内

・
労
働
金
庫
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
保
証
人
が
必
要
で
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
労
働
金
庫　

佐
賀
支
店

　

☎
３
２

－

１
２
３
１

　
（
制
度
に
つ
い
て
）

　

神
埼
市
役
所　

商
工
観
光
課

　

☎
３
７

－

０
１
０
７

自衛官
募集

募集種目 応募資格 受付期間 一次試験日 試験場

陸上自衛隊
高等工科学
校生徒

中卒（見込含）
17歳未満の方
（男子のみ）

一般：
１月７日（月）まで １月19日（土） 佐賀商工会館

防衛大学校
学生

高卒（見込含）
21歳未満の方

１月23日（水）
　　　　～２月１日（金） ３月２日（土） 防衛大学校

（神奈川県）

◎問い合わせ先　自衛隊佐賀地方協力本部　鳥栖地域事務所　☎0942－83－4077
　　　　　　　　神埼市役所　市長公室　☎37－0088

● 

お
し
ら
せ 

●

小
学
校
～
高
校
生
の
た
め
の

春
休
み
海
外
派
遣　

参
加
者
募
集

勤
労
者
の
み
な
さ
ま
へ　
　
　

生
活
資
金
の
貸
付
制
度
を

　
　

ご
利
用
さ
れ
ま
せ
ん
か
？

○
と
き　

２
月
21
日
（
木
）

○
と
こ
ろ

　

陸
上
自
衛
隊
目
達
原
駐
屯
地

○
内
容

　

装
備
品
展
示
、
隊
員
食
堂
で
の
食

事
体
験
な
ど

○
参
加
費　

　

５
０
０
円
（
昼
食
、
記
念
写
真
代

な
ど
）

○
定
員　

20
人
（
抽
選
）

○
申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
に
①
住
所
、②
氏
名
、

③
年
齢
、
④
電
話
番
号
、
⑤
職
業
、

⑥
性
別
、
を
ご
記
入
の
上
、「
〒
８

４
２

－

０
０
３
２
神
埼
郡
吉
野
ヶ

里
町
立
野
７

－

１ 

目
達
原
駐
屯

地
広
報
室
見
学
ツ
ア
ー
係
」
ま
で

郵
送
下
さ
い
。

○
締
切
日　

　

１
月
31
日
（
木
）
必
着

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

目
達
原
駐
屯
地
広
報
室

　

☎
５
２

－

２
１
６
１
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し
尿
汲
み
取
り
制
限
の
お
知
ら
せ

展
望
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
！

第
２
回
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
合
同

　
　
　
　
　

就

職

面

接

会

　

県
内
の
福
祉
施
設
や
病
院
、
在
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の
介
護
・

看
護
職
等
を
必
要
と
す
る
事
業
所
の

人
事
担
当
が
一
堂
に
介
し
、
面
接
会

を
行
う
と
と
も
に
、
福
祉
の
資
格
並

び
に
職
種
等
に
関
す
る
相
談
に
応
じ

る
こ
と
に
よ
り
、
福
祉
人
材
並
び
に

介
護
・
看
護
等
の
人
材
確
保
と
、
就

業
希
望
者
の
経
験
や
条
件
等
に
対
応

し
た
就
業
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
ま
す
。

○
と
き　

　

２
月
８
日
（
金
）

　

受
付　

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

　

開
会　

午
後
１
時
半

　

閉
会　

午
後
３
時
半

○
と
こ
ろ　

佐
賀
県
総
合
体
育
館

○
参
加
費　

無
料

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

○
参
加
事
業
所

　

老
人
福
祉
施
設
、老
人
保
健
施
設
、

児
童
養
護
施
設
、
知
的
・
身
体
障

害
者
施
設
、病
院
、在
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
公
共
職
業
安
定
所　

福
祉
人

材
コ
ー
ナ
ー

　

☎
２
４

－

４
３
６
２

　

佐
賀
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
８

－

３
４
０
６

～
毎
週
火
曜
日
（
平
日
）
は
、
午
後
７
時
ま
で
窓
口
延
長
（
本
庁
の
み
）
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
民
課
（
☎
３
７
‐
０
１
１
６
）
ま
で

佐
賀
い
の
ち
の
電
話　
　

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

佐
賀
県
の
最
低
賃
金
が　
　

　
　
　
　

改
正
さ
れ
ま
し
た

ご
存
じ
で
す
か
？ 

労
働
委
員
会

労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル  

ま
ず
相
談

●  

相　

談  

●

発
達
障
害
者
専
門
相
談
窓
口

　

発
達
障
害
児
（
者
）
や
、
そ
の
ご

家
族
等
の
ご
相
談
を
専
門
相
談
員
が

お
受
け
し
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ー
ス
に

応
じ
て
適
切
な
医
療
、
相
談
、
教
育
、

療
育
機
関
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
要
予
約

○
と
き　

１
月
28
日
（
月
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
（
原
則
毎
月
第
４
月
曜
日
、
１
回

50
分
）

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

そ
れ
い
ゆ

　

☎
０
９
０

－

６
２
９
６

－

７
５
５
０

　

三
神
地
区
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン

タ
ー
の
整
備
の
た
め
、１
月
中
旬
は
、

し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
の
汲
み
取
り
を
数
日

待
っ
て
も
ら
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

三
神
地
区
環
境

事
務
組
合

　

☎
３
４

－

６
５
５
５

　

解
雇
や
賃
金
未
払
い
な
ど
、
労
使

間
の
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

佐
賀
県
労
働
委
員
会
で
は
、「
あ
っ

せ
ん
」
制
度
に
よ
り
公
正
・
中
立
な

立
場
で
、
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

　

利
用
は
無
料
、
手
続
き
は
簡
単
で

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

※
詳
し
く
は
左
記
連
絡
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
（
県
庁
新
行
政
棟
11
階
）

　

☎
２
５

－

７
２
４
２

　

国
道
３
８
５
号
線
が
筑
後
川
を
ま

た
ぐ「
青
木
中
津
大
橋
」。
そ
の
ア
ー

チ
型
の
歩
道
最
上
部
か
ら
眺
め
る
３

６
０
度
の
展
望
は
素
晴
し
く
、
筑
後

平
野
を
と
り
囲
む
山
並
が
パ
ノ
ラ
マ

の
よ
う
に
展
開
し
ま
す
。

　

真
北
に
見
え
る
脊
振
山
か
ら
西
へ

目
を
や
れ
ば
、
八
天
山
、
天
山
、
杵

島
の
山
々
か
ら
多
良
岳
、
経
ヶ
岳
と

連
な
り
、
そ
れ
か
ら
南
に
は
雲
仙
岳

が
そ
び
え
て
い
ま
す
。
東
方
に
は
阿

蘇
・
久
住
の
山
々
か
ら
な
る
九
州
山

脈
が
望
ま
れ
ま
す
。
一
巡
し
て
脚
下

に
目
を
お
と
す
と
、
そ
こ
に
は
九
州

一
の
大
河
、
筑
紫
次
郎
（
筑
後
川
）

の
悠
悠
と
し
た
流
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

（
情
報
提
供
）

　

千
代
田
町　

川
副
達
夫
さ
ん

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
役
所　

市
長
公
室

　

☎
３
７

－

０
０
８
８

　

佐
賀
い
の
ち
の
電
話
は
、
自
殺
予

防
の
電
話
相
談
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
佐
賀
い
の
ち
の
電
話
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
音
楽
で
和
ん
で
い
た

だ
く
た
め
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

１時間

佐賀県（地域別） ６５３円

一般機械器具製造業関係 ７６１円

電気機械器具製造業関係 ７２５円

陶磁器・同関連製品製造業 ６５４円

※
最
低
賃
金
に
は
、
次
の
賃
金
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
。

（
１
）
賞
与
な
ど
の
臨
時
の
賃
金

（
２
）
休
日
、
時
間
外
な
ど
の
割
増

　

 

賃
金

（
３
）
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、
精

　

 

皆
勤
手
当

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
労
働
局　

賃
金
室

　

☎
３
２

－

７
１
７
９

　

収
益
は
い
の
ち
の
電
話
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
寄
附
し
ま
す
。

○
と
き　

２
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
か
ら

○
と
こ
ろ　

　

佐
賀
エ
ス
プ
ラ
ッ
ツ
ホ
ー
ル

○
チ
ケ
ッ
ト
代
金　

１
，
０
０
０
円

　
（
当
日
券　

１
，
２
０
０
円
）

○
出
演
者

　

む
か
い
治
英
、武
雄
Ｒ
Ｃ
雑
技
団
、

Ｕ
Ｐ

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
法
人

　

佐
賀
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

　

☎
３
４

－

４
１
８
６

▲筑後川南岸からの眺め
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FM佐賀

～イケメン日記Ⅱ～

MY DEAR　神埼

ＦＭ佐賀　
【放送時間】 毎週水曜　12：00～12：55
【ＦＭ佐賀のホームページ】
http://www.fmsaga.co.jp
【USTREAM】 http://bit.ly/mqExTc

間】毎週水曜 12 0
ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼

　いやーみなさん年があけましたね！おめでたい！新
年早々こんにちは！今年も何卒こんな感じでよろしく
お願いします。
　エフエム佐賀、毎週水曜日、お昼12時から放送の「MY 
DEAR 神埼」、聴いてくれてますかー !?2013年も時代
の最先端を行こうと思っているので是非聴いてくださ
いね！
　「イケメン☆パラダイス」コーナー担当の内田侑貴で
す。番組内で月１回放送している企画、「内田侑貴のイ
ケメン探しの旅」について書きます。
　今回は神埼市神埼町石井ヶ里（いしいがり）に旅を
してきました！肌寒い風が吹き抜ける中、やる気がみ
なぎり過ぎてしょうがない僕は一直線で石井ヶ里に向
かいました！
　早速、団地の公園で遊んでいる小学生達を発見したの
で、後先考えることなく話しかけました！しかし、な
かなか会話がうまく噛み合いません。おかしいなと思っ
たところで衝撃的な発言が飛び出しました。
　「あのー、ここ石井ヶ里じゃないですけど…。」
　あの時の小学生、ごめんなさい。僕のやる気はただ
の空回りでした。お隣の右原（みぎばる）地区まで来
てしまったようでした。
　なんともいえない微妙な雰囲気の中その場を逃げる
ように立ち去り、今度こそ本当に石井ヶ里地区にやっ
てきました。今回も、着いてすぐに犬に吠えられました。
いつも吠えられます。僕は毎回宇宙人か何かに間違わ
れているんでしょうか（涙）
　歩きつづけること１時間、ようやく人を発見！玉ね
ぎの苗を植え付け中というおばあちゃんです。お年を
聞いてびっくりしました。92歳とのこと！ 23歳の僕
以上に軽快なステップで玉ねぎを植え付けられている
のでかなりお若く見えました!!おととし旦那さんが亡く
なって、息子さんご夫婦に支えられながら毎日幸せに
生活をしているとおっしゃられました。おととしの今
頃は神埼市内のデイケアに通っていたのに…とちょっ
とだけ寂しい心境も吐露されました。
　僕が１番印象に残っているのはその後の出来事です。

そろそろ帰る事を告げると、僕にたった一言だけかけ
てくださいました。「いろいろと大変なこともあると思
うけど頑張ってね」簡単に言えそうで言えない言葉だ
と思いました。おばあちゃん自身はちょっとだけ寂し
い思いを胸に秘めながらも、毎日毎日、旦那さんが残
してくれた畑で農作業をされているというのに…。僕
がおばあちゃんに元気をあげるべきなのに、おばあちゃ
んから逆に元気をもらってしまいました。僕とおばあ
ちゃんが関わった時間はほんの１時間ぐらいです。そ
れなのに初対面の僕に対してこんなにも明るく接して
くれる…、寂しい心境も語ってくれる…。僕はこの企
画は、人との出会いの大切さをどこからともなく教え
てくれる素晴らしい企画だと自負しています。今年も
もっともっと、そんな人の温かさを伝えていける番組
にしていけたらなぁと思っています！
　ではしんみりした感じを一瞬にして吹き飛ばしてし
まう僕の一句！今年初です！詠みますよ！
　「石井ヶ里　あなたの玉ねぎ　目に染みる」
　玉ねぎのせいにしちゃいました!!玉ねぎからしてもい
い迷惑でしょうね！
　皆さん、涙は悲しい時に流すものではないですよ!?
うれしい時にとっておき
ましょう！平然とカッコ
イイことを言ってみまし
た！
　改めて、今年も僕は進
歩する予定（仮）ですので
よろしくお願いします！
皆さんにとって良い１
年でありますように。

第６回　「～～石井ヶ里純情派～～」

と  き ところ テーマ 講　師

１月17日（木）〈受付〉 
  ９：30 ～

〈講義〉
 10：00 ～
　　11：30

はんぎーホール
美しい日本の詩歌

～万葉の昔から現代っ子まで～
元　明善高等学校校長

執行　昭男

２月７日（木） はんぎーホール
※会場が変更になっています

ミトコンドリアは細胞の発電所
～健康のカギはミトコンドリア～

西九州大学准教授
平田　孝治

※マイクロバスは脊振支所前、神埼市中央公民館前をいずれも午前９時に出発します。
　ご利用の方は遅れないようにご集合ください。

※いきいき大学はいつでも入学できます。脊振公民館、神埼市中央公民館、千代田支所社会教育課で、教材費を
　添えてお申し込みください。講座日の会場受付でも手続きできます。　教材費：年間 1,000円
◎問い合わせ先　　神埼市中央公民館　☎53－2325

いきいき大学いきいき大学 60歳からの学びの舎60歳からの学びの舎
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⑨

　西は佐賀市に接し、中央部を国道264号が走ってい
ます。古くは「しもせい」ともいわれ、江戸期に下
西ケ里との名があります（宝暦・天明郷村帳）。佐賀
市境の国道沿いには長崎街道の名残として国境石が
建っています。また、共同作業の公役に江戸期以来
の「おおくわり」の伝統がありました。
　地名の由来は、神埼の下郷の西にあることから下
西の名が生まれたといわれています。昔は神埼の街
を中心にして、上下、東西の呼び方があり、千代田
町の全域は下郷の地域であり、そのうちの旧境野村
のほとんどは下郷の西の地でした。これが下西の名
の起源ではないでしょうか。最近では、佐賀市中心
街に近いことから住宅地としての開発が進んで人口
も増えています。

　国道264号沿いにあり、昭和47年国道北側に大きな
住宅団地ができ、現在では「仲田町団地」として行
政地区名になっています。由来は、上西、下西の集
落の中間に位置しているので、上中下の関係からこ
の名前がつけられたようです。
　ある古老は「下西、上西の田舎（イ中）の真ん中
の町だということから仲田町となった」と言ってい
ますが、これは田圃の位置を表現しているようです。
田地のことを間地（まち）または田間地（たまち）
ともいいますので、中間地にある田間地が仲田町と
いう集落名になったのでしょう。

　下西地区の南に位置し
ています。もともとの呼
称は「にえだ」でした。
贄田（にえだ）から二家
田、さらに仁戸田に変わっ
たようです。それを裏付
けるものとして「鎌倉期
の弘安4年（1282）蒙古合
戦の勲功賞として贄田の
田地３町が肥前国御家人
大村家信に配分された（東
妙寺文書）」とあります。
　贄田とは神への供物田
のことか、貢物の田のこ
とで、荘園領主との関係が深い名称です。
　しかし、今でこそ美田の地ですが、地区にはぬるぬ
るした湿田の「なまこ田」、菅や芦などが生えた荒れ地
の「すがむた」、泥堀を指す「どうとん堀」などの地名
が残っており、開田当時の状態がよく分かるようです。

下 西（しもさい・千代田町）

仁

仲

戸

田

田

町

（にとだ・千代田町）

（ちゅうだまち・千代田町）

仲田町

上西

下西

仁戸田

千代田西部小

仲田町交差点
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